




運転前後のアルコール検知器を使った
チェックが義務になります！

対 象 に つ い て

社有車5台以上、もしくは定員11人以上の車を1台以上保有する事業所において、
運転前後のアルコール検知器を用いた測定が2022年10月より義務化される
道交法改正案が発表されました。

事業者の皆様へ

今回の法改正における3大義務とは？

【1.検知の義務】

【2.データ保管の義務】

【3. 保守の義務】

運転前後にドライバーに対して目視およびアルコール検知器を使用して
酒気帯びの有無を確認すること。

目視およびアルコール検知器による確認の記録を1年間保存すること。

正常に機能するアルコール検知器を常備すこと。

安全運転管理者を専任している事業所

※参考：安全運転管理者選任の事業所とは
乗用車:5台以上、定員11名以上の車両:1台以上を保有している事業所。
対象事業所は安全運転管理者を選任し、警察へ届出、従業員に対して
交通安全教育を実施、管理する義務があります。

豊富 な ラ イ ン ナ ッ プ で お 客 様 に 最適 な
ア ル コ ー ル 検 知 器 を ご 提 案 致 し ま す 。

☞詳しくは裏面へ





事務所設置型 持ち運び可能型

ALC-PROⅡ 東海電子株式会社製 ALC-mobileⅡ 東海電子株式会社製

取り扱いおすすめのアルコール検知器ご紹介

ALC-miniⅣ 東海電子株式会社製 AC-018 株式会社東洋マーク製作所製

松

竹

梅
AC-015 株式会社東洋マーク製作所製 AC-016 株式会社東洋マーク製作所製

その他タニタ製、サンコーテクノ製のアルコール検知器についても取り揃えております。
ご希望の商品がございましたら下記問い合わせ先までご連絡お願いいたします。

様々な拡張対応可能

免許証リーダー搭載により、簡易測定可能

Bluetooth接続でスマホ・プリンターに対応可能
安価で精度の高いセンサーを搭載

IOS/Android接続可能

測定結果がリアルタイムで確認可能

初期費用 ￥413,500円～
ランニング ￥98,000円

→1年or60,000回使用時
のセンサー交換費用

記録方法 PCに管理ソフトを
入れることにより
データ記録可能

本体価格 ￥306,000

初期費用 ￥148,300円～
ランニング ￥8,000円

→1年or15,000回使用時
のセンサー交換費用

記録方法 紙記録、又はUSBメモリを
使用しPC管理も可能

本体価格 ￥128,000

初期費用 ￥87,000円～
ランニング ￥12,000円

→1年or15,000回使用時
のセンサー交換費用

記録方法 SDカードを媒体に
PC管理が可能
さらにプリンタ－接続すること
で紙での管理も可能

本体価格 ￥60,000

初期費用 ￥151,500円～
ランニング ￥10,000円

→1年使用時のセンサー
交換費用

記録方法 スマホ（Androidのみ）から
メールを使用し、専用ソフトに
て PCでのデータ記録可能

本体価格 ¥78,000

初期費用 ￥96,500円～
ランニング ￥20,000円

→1年or10,000回使用時の
センサー交換費用

記録方法 スマホ（IOS/Android）から
メールを使用し、専用ソフトにて
PCでのデータ記録可能

本体価格 ¥35,000

初期費用 ￥20,500円～
ランニング ￥6,000円

→1年or1,000回使用時の
センサー交換費用

記録方法 手書き/手入力によって
紙/PCでの記録

本体価格 ¥13,000

※初期費用には本体、呼気フィルター、専用マウスピース
保守費用、送料 が含まれております

※初期費用には本体、専用マウスピース
ロール紙、保守費用、送料が含まれております

※初期費用には本体、専用マウスピース、
管理ソフト、保守費用、送料が含まれております

※初期費用には本体、専用マウスピース、
USBケーブル、管理ソフト、センサー
交換費用、送料が含まれております

※初期費用には本体、専用マウスピース、管理ソフト
保守費用、送料が含まれております

※初期費用には
本体、専用マウスピース、保守費用、送料が
含まれております

↓紹介動画

↓紹介動画

システム商品のため別途お見積り
いたします。


